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１小学部の教育

小学部の児童の実態をみると，登校時，母子分離がうまくできずに校門のところで泣き叫んだ

り，ある特定の物にこだわりを持ち，それがいつもの状況にないといらいらを募らせたりなど自

分の行動をうまく調整できない者が多い。また，衣服の着脱や排せつなどの身辺処理の力が不十

分であったり，友達とかかわって遊びたいという気持ちはあっても，かかわり方が分からずにう
まく集団に参加できなかったりなど，日常生活に必要な知識，技能，態度がまだ十分に身に付い

ているとは言いがたい。しかし，このような児童であっても，自分の欲求や興味・関心のあるも

のに対しては自らかかわっていこうとする姿が見られたり，共感関係が築かれている人との間で

はいろいろなやり取りが展開されたりなどしている。ここに，指導の糸口や可能性を見い出すこ

とができる。

ところで，小学部の教育は，義務教育の最初の６か年を，また，本校における12か年の一貫教

育の最初の段階を受け持つことになり，中学部や高等部，更には卒業後の家庭生活や社会生活に
向けての基盤をしっかりと築いていく時期である。つまり，小学部における教育は人間が一生を
通して成長・発達し，豊かな個性を発揮していくための基礎を培うとともに，社会の一員として

必要とされる基礎的な資質を養っていく段階であると位置付けることができる。

以上のような児童の実態や学部としての位置付け，更には，前文で述べた研究主題や学習指導

要領の改訂等を考えると，小学部においては，児童の欲求体系や心身の発達段階，興味・関心に
基づいた内容や興味・関心を広げられるような内容を中心に準備していくことが大切になってく

る。そして，それらの内容を展開していく際には，共感関係を深めたり，興味・関心を広げたり

するような指導方法をこれまで以上に工夫，改善していきたい。また，この過程を通して，一人

一人の児童に活動そのものの楽しさやみんなと一緒に活動することの楽しさ，更にはいろいろな

ことができるようになった喜びなどを味わわせていきたい。

このように指導内容，指導方法を追及していくことが，児童と教師の，また，児童同士の共感

関係を深め，自己の意識化や適度な自我関与を促すことになり，自発的・積極的な行動を導き出
すとともに行動をうまく調整していく力を伸ばしていくことになると考える。さらに，このこと

が，身辺処理や集団参加（遊び，交際，役割，決まり等）といった日常生活に必要な基礎的・基

本的な知識，技能，態度をよりよく獲得していくことになり，自我の発達を促してかかわり合い

の豊かな児童を育成することにつながると考える。

２生活単元学習の指導内容の設定について

（１）指導内容について

平成２年度から始まった今回の学部での研究は，かかわり合いの豊かな子供を育てるために
精神発達遅滞児の教育課程の中でも中核的な指導の形態である生活単元学習において，どのよ

うにその指導内容を設定し，どのような指導方法でそれを展開していけばよいのかを探ってい

くことにしたことは，前文で述べた。そこで，ここではまず，生活単元学習の指導内容の設定

について述べていくことにする。

今回わたしたちは，かかわり合いの豊かな子供を育てるために，自我の発達に視点を当てて教
育課程を編成していくことにした。小学部の子供たちの臼我の成熟段階は，社会的自我の発展へ
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の内的衝動の萌芽がみられる段階から，社会的承認を求め，集団生活への参加を求める段階にあ

る。こうした段階にある子供たちの自我の発達を促していくために，わたしたちは，子供たちの

欲求，興味・関心をこれまで以上に深く探り（前文の表８を基に），生活上の課題と総合的に関

連させながら指導内容を設定していくことにした（表１参照）。

このように，子供たちの自我，欲求，興味・関心や生活上の課題，そこから導かれる指導内

容には，低学年，中学年，高学年において発達的な違いがみられることから，指導計画も低学

年，中学年，高学年ごとに作成していった。しかしながら，実際に授業を行う際には，子供の

実態に応じて，高学年であっても中学年や低学年の指導計画を参考にして学習活動を取り入れ

たり，低学年であっても中学年や高学年の学習活動を取り入れたりなど，柔軟に取り扱い，よ

り個に応じた指導ができるようにしている。

具体的には季節や学校行事等との関連性を考慮し，次のように単元を配列した（表２参照）。

(2)指導計画作成に当たって

このようにして各単元を設定していったわけであるが，実際に指導計画を作るに当たって，

今回の研究の視点である自我という点や学習指導要領改訂の趣旨，及び，これまでの反省点な

どから，前回の「生き生きと動く子供を育てる教育課程の編成」の研究の際に作成した指導計

画を基に，次のような点を特に改善したり，重点を置いていったりした。

○各単元の目標を見直す。

これまでの「生き生きと動く子供を育てる教育課程の編成」においては，子供たちの「動

き」に視点を当て，いかにして子供たちの「動き」を求めていくかを探り，指導計画を作成

してきた。そのため，それぞれの単元における目標は，意欲や態度面なども中には含んでい

ながらも，あえて子供たちの行動そのもので表記していった。しかし，今回，自我というも

のに視点を当て，子供たちの行動の基にある，意欲や態度などの子供たちの内面の変化を，

もう一度見つめ直していこうとしたとき，目標にもそうした意欲面や態度面の内容を表記し

ていくことが大切なのではないかと考え，入れていくことにした。そうして設定された目標

の達成に向けて，個々の子供に応じて指導内容や指導方法を工夫していくことによって，子

供たちに学ぶ喜びや楽しさを味わわせていくことができるのではないかと思われる。例えば，

９月の単元「運動会」の中学年においては次のようである。

（例）９月「運動会」中学年

（ 旧）（新）

○教師や友達と一緒にかけっこ

や綱引きをしたり，集合・整列

をしたりすることにより，競技

や演技，集団行動ができるよう

にする。

旬

○教師や友達と一緒に，かけっこや団体競

技，綱引きなどをしたり，集合・整列をし

たりすることにより，運動をする楽しさを

味わわせるとともに，指示や合図を守って

競技や演技，集団行動ができるようにする。

○運動会の練習を繰り返しすることにより

積極的に参加しようとする意識を持たせる。

－３８－



表１子供たちの欲求，興味・関心と生活上の課題から導き出される指導内容

39～4０

子供たちの欲求，興味・関心一 一生活上の課題 指導内容 子供たちの欲求，興味・関心 生活上の課題 指導内容

身
辺
処
理

自
分
自
身
へ
の
気
付
き

遊
び
。
役
割

決
ま
り

、衣服の着脱や歯磨き,洗面など
の身辺処理を教師に求めたり，一
緒にしようとしたりすることを求
める。

④衣服の着脱や歯磨き,洗面など
の身辺処理を自分でしたい。

亀入浴や寝具の取り扱いなどの身処理を自分でしたい。

②
る
④
い
③

新しい生活に期待や不安があ

。

新しい学級集団の生活に慣れた

◎

新しい生活への期待がある。

｡ゆ｡●●●●ｏＣｏ●●●●◆÷●●●●●■●由●●●ｅ●つむ■■｡◆●●◆●①①●①由●●■I■申■●｡ｒ守冒冒冒ﾆﾆﾆﾆ合●●●●■●｡●二●●■■一一●由●■●一一一ﾏﾆー =ーわ『言一二昏昏=

⑬

⑬
い

⑧

自分のことを褒めて欲しい。

自分の成長を認めてもらいた
◎

自分の成長を自他ともに認めて
もらいたい。

、 感覚的な遊びや体全体を使った
遊びが好きである。

④ 乗り物ごっこやままごとごっこ
などのごっこ遊びが好きである

が，まだ自分のしたいようにした
い◎

③ 簡単なルールや役割のある遊び
をしたい。

⑬自分の好きなことをしていた
い。

④教師や友達と一緒に行動したい
という気持ちの芽生えもあるが，

自分の好きなことをしたいという

気持ちがまだ強い。

⑤ 集団で行動することを求める
が,まだ自分の好きなことをした

いという気持ちもある。

●ど譜豊護琴総援耀
けて，自分でしつつある。

<雪ど譜墨態鰯童入奪唾
つある。

亀蝋蕊雰聖懲膳２
する。

⑬新しい学校生活へ安心感を持
って欲しい。

④新しい学級集団の生活に慣れ
て欲しい。

⑤自分のこれからの生活へ意欲
や見通しを持って欲しい。

■■●●印●●●●●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●●●●●■｡■●●■ｰ●｡●●●●●や●●●●一一■①卓｡■●●①●｡①●ﾆﾆﾆﾐｰ一一二一_■１．-一二●●●●●写言弓一二一

⑧ 自分の体が大きくなったこと
やいろいろなことを頑張ってで

きるようになったことに喜びを

感じつつある。

④ 自分の体が大きくなったこと
やいろいろなことを頑張ってで

きるようになったことに喜びを

感じ，自信を持ちつつある。．
p

●こ蹴駕鰯自縛企
い◎

⑬1本筆
覚的な遊びをしたり，体全
動かして遊んだりする楽し
さを感じつつある。

、遊びを通して,教師や友達と
かかわって欲しい。

④簡顛なﾙー ﾙのある遊びやご
っこ遊びをしつつある。

④教師や友達との共感性
て欲しい。

嘩

を高め

簡単なルールや役割のある遊
をしつつある。

⑧友達同士で遊ぶ楽
て欲しい。

しさを感じ

⑬教師や友達と一緒に行動して
欲しい。

④簡単な決まりのあることに気
付いて欲しい。

③ 簡単な決まりを守って欲し
い。

、衣服の着脱や歯磨き，
の身辺処理を教師の援助

洗面など
を受けな

がら，できるだけ自分でしょうと
する内容。

④衣服の着脱や歯磨き,洗面など
の身辺処理を自分一人でするよう
な内容。

亀入浴や寝具の取り扱いなどの身処理を自分一人でしようとする
ような内容。

⑬自由な雰囲気の中で活動させる
ような内容。

④教師や友達と一緒に活動して，
学級集団に慣れるような内容。

⑤行事を調べたり，目当てを決め
たりして，新しい生活への意欲や

見通しを高める内容。
●｡●●●●｡●●●●●●●●●●申●●●●･●●●●■巴申申ロ●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●･◆●◆●●｡◆●●●●●●●●●｡●●●●●◆●令●●●ｅ●●ｃｃ●●｡白●■の●

＠できるようになったことを子供
自身が確認し，喜びを感じられる

ような内容。

④ できるようになったことを子供
自身が確認し，喜びを感じ，自信

を持てるような内容。

蕊
自分の成長を喜び，身近な人に

謝の気持ちを抱くことができる

ような内容。‐

⑲|妾慧
師や友達と一緒に，感覚に直
きかけて遊んだり，体全体を

動かしたりして遊ぶ楽しさが感じ
られるような内容。

④ 教師や友達と一緒に，体全体を
動かしたり，簡単なルールのある

遊びやごっこ遊びをしたりする楽
しさが感じられるような内容。

這懸
連と一緒に，簡単なルールや

(分担・協力）のある遊びを
する楽しさが感じられるような内
容◎

、集合,整列,着席などの簡単な
指示や合図を守って教師や友達と

一緒に行動するような内容。

④自分の物と他人の物の区別や順
番,集合行動での決まりを守って．

教師や友達と一緒に行動するよう

な内容。

⑧ 集団行動や身近な社会生活に必
要な決まりを守って行動するよう

な内容。

表
現

自
然

社
会
事
象

②歌や踊りなどが好きであるとと
もに,音楽や身振りを模倣したい。

④絵本や簡単な紙しばいやテレビ
などを見て，その内容を簡単なこ

とばや身振りで表現したい。

⑤教師や友達と,簡単なことばや
動作でやり取りをしたい。

、 混ぜたり，並べたり，ちぎった
りすることを楽しみたい。

④ 切ったり，混ぜたり，組み立て
たりすることを楽しみたい。

⑤ のこぎりや包丁などの用具を使
ったり，いろいろな物を作ったり
したい。

⑬身近な自然の中で自由に遊びた
いｏ

④草花や動物に触れたい。

⑤ 自然の変化に興味を持つ。

、ｻﾝﾀｸﾛー ｽと遊んだり，プ
レゼントをもらったりしたい。

④ｸﾘｽﾏｽやお正月の行事に関
心を示し，参加したい。

③ｸﾘｽﾏｽやお正月などの年末
年始の社会の行事や出来事に関心

を示し，進んで参加したい。

、 乗り物のおもちゃに関心を示
し，三輪車やバス，電車など，身
近な乗り物に乗りたがる。

④バスや電車などに乗りたがると
ともに，パトカーや飛行機などの
いろいろな乗り物についても興味

蔵騎の際肥
一人で利用したい。

バスや電車を

⑬教師や友達と一緒に,絵本や
テレビを見て楽しむことができ

つつある。

④絵本や簡単な紙しばいやテレ
ビなどの内容を楽しむことがで

きつつある。

③絵本や簡単な読み物の内容や
あらましが分かりつつある。

、 身近な材料で作る活動を通し
て，教師や友達とかかわって欲
しい。

④身近な材料や用具で作る活動
を通して，教師や友達とか力､わ

ることを楽しんで欲しい。

③ 身近な材料や用具で作る活動
を通して，友達と協力する態度
や作り上げる喜びを感じて欲し

い◎

、身近な自然の中で遊ぶことへ
興味・関心が向きつつある。

④身近な草花や動物へ興味･関
心を持ちつつある。

③ 身近な自然の変化へ目が向き
つつある。

、ｻﾝﾀｸﾛー ｽやプレゼント
に関心が向きつつある。

④クリスマスやお正月の行事
に，みんなと楽しく参加して欲

しい。

③ｸﾘｽﾏｽやお正月などの年
末年始の行事の過ごし方やあい

さつの仕方などを身に付けて欲

しい。

亀
恥

バスや電車など，身近な乗り
に関心が向きつつある。

身近な乗り物の種類に興味。
心を示すとともに，バスや篭
車の利用の仕方に目を向けて欲

域
い◎

身近な乗り物について知ると
もに，バスや電車の利用の仕
方を身に付けて欲しい。

⑫声を出したり,音楽に合わせて
身体を動かしたりして表現するよ
うな内容。

④教師や友達と一緒に簡単なこと
ばや動作で表現するような内容。

⑤自分や相手の役を意識しなが
、

ｂ， 簡単なことばや動作で表現す

るような内容。

⑬ 土や砂，木の葉などの自然物や
紙類を，混ぜたり，
ぎったりするよう

並べたり，ち

な内容及びジ

ユースやゼリーなどの簡単なおや
つを作るような内容。

④箱や空き缶,はさみやのり,テー
プなど身近な材料や用具を使って
いろいろな物を作るような内容及

びホットケーキや蒸しパンなどの

識
単なおやつを作るような内容。
紙や木，のこぎりなど身近な材

料や用具で簡単なおもちゃや行事
などに使う飾りや道具などを作る

ような内容及びカレーやシチュー

などの簡単な食事を作るような

内容。

、身近な自然の中で遊ぶ楽しさが
感じられるような内容。

④身近な自然の中で,草花や動物
と遊ぶ喜びの感じられるような

内容。

⑤ 身近な自然の変化への気付きを
促すような内容。

⑥ 教師や友達と・緒に身近な社会
事象（クリスマスやお正月など）

へ触れるような内容。

④身近な社会事象(ｸﾘｽﾏｽや
お正月など）に周りの人とか力､わ

り合いながら触れるような内容。

③身近な社会澱(ｸﾘｽﾏｽや
お正月など）に周りの人とかかわ

り合いながら進んで触れるような

内容。

．<勢総瀦懸震雫函
心がある乗り物に触れるような

噂
群◎
身近な乗り物への興味・関心を
げるとともに，バスや電車の利
用の仕方を知るような内容。

直１ｋ身近な乗り物についての知識をげるとともに，バスや電車の利
用の仕方を身に付けさせるような
内容。



表２各学年における単元と主な指導内容

心
〕
、
く
心
画

’月
単 ﾌ゚ロ 名（時数）

低学年 中学年 高学年

主 な指導内容

低学年 中学年 高学年

４
月

学級楽しい

(１６）

友達に

なろう

(16）

・学校生活に慣れる。
ｇ

・教師や友達を知る。

・春の自然の中で遊ぶ。

・進級の喜び。

・学校生活への意欲。

・教師や友達と仲良くなる。

・春の草花や動物へ触れる。

・進級の喜び。

・学校生活への意欲や見通し。

・学級・学部の一員としての自覚。

・春の自然の変化。

５
月

のりも

ので遊

ぽう

(24）

のりも

の

（24）

●
も
っ
、
ｊ

り
ご
別

の
の
こ
ぐ

・乗り物に関するおもちやでの

遊び◎

Ｑ教師や友達と一緒に遊ぶ。

・乗り物ごっこ。

・乗り物への知識，興味・関心の

拡大。

・教師や友達と一緒に楽しく遊ぶ。

・乗り物の利用の仕方。

・身近な公共施設の利用の仕方。

・教師や友達と一緒に約束を守って

行動。

６
月

学校に

とまる

う(32）

校内宿泊学習

(32）

・学校に宿泊することへの期待

感。

・教師と一緒に身辺処理（衣服の

着脱，歯磨き，洗面など） 。

・身辺処理（衣服の着脱ｊ歯磨き，

洗面など） ◎

・教師や友達と一緒に楽しくおやつ

作りやお楽しみ会などをする。

・身辺処理（入浴，寝具の取り扱い

方など） 。

・集団の中での役割の意識化◎

・友達と協力して食事作りやお楽し

み会などをする。

７
日
“

楽しく

遊ぼう

(夏の遊

び）（１６）

夏の遊び

(１６）

・教師や友達と一緒に，遊びその

ものを楽しむ。

・教師や友達と一緒に楽しく遊ぶ。
・教師と一緒に遊具を作る。

・友達と協力して遊具を作る。

・友達と一緒に遊ぶ。

９
月

楽しい二学期

(8)

運動会

(24）

。遊びが持つ自由な雰囲気の中

で，教師や友達と一緒に活動して

学校生活に慣れる。

。みんなと一緒に体を動かす。
・競技や演技，集団行動への慣
れ◎

・運動会への楽しい参加。

・新学期の生活への意欲。

・夏休みの思い出を基に，教師や友

連と一緒に，楽しく活動する。

・運動をする楽しさ。

・指示や合図を守っての行動。

・運動会への積極的な参加の意識。

・新学期の生活への意欲と見通し。

。みんなで夏休みを振り返ったり，

作品を展示したりなど協力して活動

する◎

・運動をする楽しさ。

・合図や決まりを守っての行動。

・運動会への積極的な参加の態度。

１０

月

とまり

に行こ

う(32）

校外宿泊学習

(32）

修学旅

行(32）

(隔年）

。とまりに行くことへの期待感。

・秋の自然の中で遊ぶ。

● 教師と一緒に身辺処理（衣服の

着脱，歯磨き，洗面など） 。

・秋の草花や木の実に触れる。

・身辺処理（衣服の着脱，歯磨き，

洗面など） ◎

・学級や学部の教師や友達と一緒に

楽しく活動する。

・秋の自然の変化への気付き。

・身辺処理（入浴，寝具の取り扱い

方など） ◎

・集団の中での自分の役割

・下級生の世話。

◎

・修学旅行への期待感と見通し。

・旅行先での積極的な態度◎

・交通機関や公共施設の利用。

・集団行動。

・身辺処理。

1１

月

祭りを

しよう

(32）

附養祭り

(32）

・教師や友達と一緒に作ったり，

作った物で活動したりする。

。祭りへの楽しい参加。．

・教師や友達と一緒に作りたい物を

決めて作り，それを使って楽しく

活動する。

｡祭りをしようとする態度。

・役割を分担し，協力してみんなで

作り,それを使って楽しく活動する。

。みんなで祭りをしようとする態

度。

１２

月

もうすぐお正月

(24）

・教師や友達と一緒にクリスマス

子ども会。

・お正月への興味・関心。

・教師や友達と一緒に力を合わせて

クリスマス子ども会｡‐

・お正月の生活の過ごし方。

。みんなで協力して，根気強く最後

まで頑張ってクリスマス子ども会や

カレンダー作り。

・お正月の生活の過ごし方。

１

月

楽しい三学期

(8)

楽しく

遊ぼう

(冬の遊

び）（16）

冬の遊び

(16）

・冬休みの思い出を基に，教師や

友達と一緒に活動したり新年子ど

も会をしたりして，学校生活に慣

れる ◎

・教師や友達と一緒に，体全体を

動かして遊ぶ。

・新学期の生活への意欲。

・冬休みの思い出を振り返ったり，

新年子ども会をしたりして教師や友

達と楽しく活動する。

・教師や友達と一緒に，体全体を動

かしたり，簡単なルールのある遊び

をする。

・新学期の生活への意欲と見通し。

・冬休みの思い出を振り返ったり，

協力して新年子ども会をしたりし

て，みんなと一緒に活動する。

・友達と一緒に，体全体を動かした

り，簡単なルールや役割のある遊び

をする。

２
月

学習発表会

（32）号

・声を出したり，音楽に合わせて

身体を動かしたりして表現する。

・教師や友達と一緒に簡単なことば

や動作で表現する。

・自分や相手の役を意識しながら，

簡単なことばや動作で表現する。

・必要な道具を友達と協力して作

る。

３
月

もうすぐお別れ

(１６）

。－年間を振り返る。

・学級の友達や先生，卒業生と

の別れ。

・一年間頑張った喜び．

・学級の友連や先生，卒業生との

別れ◎

・卒業生を祝う気持ち。

・成長の喜び。

・卒業の喜び。

・身近な人への感謝◎

・卒業生を祝う気持ち。



○指導上の留意点をより細かに準備していく。

これまでも個に応じた指導に努めてきたが，それらを指導計画の中により細かく記述して

いくことで，実際に授業を展開していく際の手がかりとなり，子供たち一人一人の基礎的・

基本的内容を押さえ，より個に応じた指導を工夫していけるのではないかと考え，留意点を

見直していった。そうして，特に，個に応じて配慮すべき留意点が考えられる部分について

は，便宜上ではあるが，ＨｉｇｈとＬｏｗという２つの段階に分けて表記していくことにした。

例えば，次のようである。

（例）９月「楽しい二学期」高学年

（ 旧）（新）

巨，

○遊びの内容を検討する。

小学部段階の子供たちにとって，遊びは興味・関心の高い活動であり，それを通して多く

のことを学んでいくことから，わたしたちは，これまで取り入れてきた遊びの内容を，子供

たちの遊びの様子を再度見直したり，文献から学んだりしながら検討していくことにした。

そして，各学年ごとに次のように整理して，指導計画に取り入れていくことにした。

低学年……子供たちは，音や光など感覚に強く訴えるような物に引かれる。また，教師にだ

っこされたりおんぶされたりすることを喜んだり，おもちゃに乗って走り回ったり

するなど体全体を動かして遊ぶ様子が多く見られる。こうしたことから，感覚的・

運動的な遊びを中心にしながら遊びそのものを楽しませていくことにした。

中学年……子供たちは，ままごとやウルトラマンごっこなど，教師を交えてだが，模倣した

り，模倣しながら自己の内面にあるものを表現したりして，友達と一緒にごっこ遊

びをする姿が見られるようになる。そうして，遊びの中に，自然とルールを生み出

、していくようである。こうしたことから，中学年においては，ごっこ的な遊びや簡

単なルールのある遊びを中心にして，その中で，教師や友達と遊ぶ楽しさを味わわ

せていくことにした。

高学年……子供たちは，教師が間に入ることがまだ必要であるものの，自分たちで友達を誘

い合ったり，ルールや役割を作ったり，競争したりしながら遊ぶ様子が見られるよ

(Ｈｉｇｈ）留意点（Ｌｏｗ）主な学習活動・内容

家庭から持って来;・生活表(母親記入）

させた作品や写真等Ｉや写真等を基に教師

蹴爾戦話を;駕墓:垂
させたり,絵をかか；たり,体で表現させ

せたりする。；たりする。

氏名や作品名をラベルに書く係そのラ

ベルをもらって作品に張る係といったよう

に子供の実態に応じて活動させるようにす

るとともに，できるだけ子供たちがかかわ

り合いながら活動できるようにする。

’夏休みの思い出を話し合
う。

・旅行，遊び，出来事

・絵日記生活表などを見

て

・夏休みの学習帳，採集物

などを見て

２夏休みの作品を展示する。

（１）作品の発表をする。

（２）作品を展示する。

・課題帳，絵日記ｂ採集

物生活表，写真など

ｏ
－４３－

主な学習活動・内容 留意点



うになる。そこで，ルールや役割，競争などが入った遊びを中心的に設定して，友

達と一緒に遊ぶ楽しさを味わわせていくことにした。

特に低学年においては，遊びの内容を学習活動の中心に据えていくことにした。例えば，

単元「楽しい二学期」では，学校生活への緊張感を和らげ，教師や友達と一緒に活動するこ

との楽しさを味わわせるために，遊びを学習活動の最初に位置付けて，単元を展開していく

ことにした。

（例）９月「楽しい二学期」低学年

（旧）（新）

主な学習活動・内容

ｌ夏休みの写真やスライドを

見たり，先生の話を聞いたり

する。

２先生や友達の名前，自分の

机や靴箱などを確かめる。

３友達と仲良く遊ぶ。

４大まかな一日の学習の流れ

を確かめる!，

今

主な学習活動・内容

１教師や友達と遊ぶ。

(1)屋内外で遊ぶ。

水遊び，砂遊び外

２夏休みの写真やＶＴＲを見

たり，先生の話を聞いたりす

る。

３先生や友達の名前，自分の

机や靴箱などを確かめる。

○自然の内容を多く取り入れる。

子供たちは，教師や友達と一緒に自然の中で遊ぶことは大好きであり，そうした活動を通

して，身近な自然物に興味・関心を持ってきつつあると思われる。そこで，もっと自然に直

接触れるような機会を多く設定して，子供たちに自然の美しさや壮大さなどに触れさせ，感

動的な体験を多くさせていくことにした。具体的には，指導計画の中に単元「とまりに行こ

う（低学年），校外宿泊学習（中。高学年）」を設定したことは，表２で示したとおりであ

るが，ほかに，これまでの単元の中でも学習活動の中に，校内外での散歩などを取り入れる

などして，自然に親しむ場をより多く設けていくことにした。

○自分自身への気付きを促すような活動を取り入れる。

小学部の子供たちは，身近な大人との信頼関係を基にしながら，いろいろな人や物にかか

わっていくことで，自分というものに気付いていく段階であることから，学習内容の中に自

分自身への気付きを促すような活動を取り入れていくことにした。具体的には，自分の頑張

ったことやできるようになったことを振り返ったり，成長を認め合ったり，また，新学期の

生活への意欲や見通しを持たせたりなどの活動を，ビデオや写真，実際活動の再現などを通

して，学習の中に取り入れていくことにしたい。こうした活動は，これまでも設定してきた

ことであるが，今後も，大切にしていきたいと考える。

このようにして，生活単元学習の指導内容を設定し，指導計画を作成していった。そして，平

成３年度４月より，作成した指導計画に基づいて各学級において実践を進め，各単元ごとに反省

を行っている。そうした反省を受けて，学習活動。内容の中身や流れを見直したり，留意点を充

実させたりなどして，現在，指導計画の修正を行っているところである。

－４４－



堅

母親（養育者）は，乳児とのやり取りの中で意図や気持ちを感じ取り，それに応じて反応的

にかかわっていくことで，乳児との情動的つながりを深めていく。こうしたつながりが，言語

や社会性などのその後の発達の基盤になっていく。このような母親と乳児との関係をみたとき，

わたしたち教師も，子供とのやり取りの中で意図や気持ちを感じ取り，それに応じて反応的に

かかわり，子供との情動的なつながりを深めていけば，本校小学部の子供たちが持つ年少期の

コミュニケーション発達における課題を解決し，言語や社会性などの発達をも促すことができ

ると考えた。そこで，昭和63年度から平成元年度にかけて，「かかわり合いの豊かな子供をめ

ざして」という全体主題の下，小学部では，「教師と子供との相互了解を高める指導法の研究」

という主題を設定して，教師のかかわり方と子供の交信手段の分化・高次化という二つの視点

から研究を進めてきた。

昭和63年前期は，発達状況の違う３名について事例研究を進めるとともに，コミュニケーシ

ョンを中心にした理論の研究を行った。事例を通して，認知系の発達を促しながら，交信手段

の分化・高次化を援助する方法（梅津，1967），統語的な会話力を身に付けさせる援助の方法

（天野，1986），子供と教師との共感的な関係に基づきながら，人的・物的環境の在り方を問

いつつ，言語・認知・社会的な成長を促そうとするインリアル法（Ｒ・ワイズ，1974）などを

学んできた。そうして，昭和63年後期から，平成元年にかけては”梅津や天野の理論を積極的

に実践場面に導入しつつも，インリアル法をベースにして学部の全児童を対象とした実践研究

を進めてきた。

こうして，インリアル法に学びながら，教師のかかわり方を問い直し，教師が，子供の視線

や表情，身振り，話しことばなどに含まれている意図や気持ちにいっそう目を向け，反応的に

かかわっていくことで，子供たちに共感できるようになりつつある。一方，子供たちも，わた

したち教師のことを，温かく見守ってくれ，一緒にかかわり合ってくれる人と認めつつあり，

自分から教師とのかかわりを求めてくることも多くなってきている。と同時に，そうしたかか

わりを通して，子供の交信手段も高まりつつある。

また,実践の中で次のような点もみえてきた｡その一つは,子供自らが考えたり，気付いた

りしていくような教師のかかわり方を，もっと工夫していかなければならないのではないかと

いう点であった。授業場面においては，この子にこれを身に付けさせたいという教師の願いが

先行して，教師側からすぐに指示してしまったり，説明したりすることが多くなりがちである。

わたしたちは,，もっと反応を待つ時間を適切に取るようにしたり，問いかけや実際活動の中で
子供たち自身に気付かせていくような教師のかかわり方を検討していかなければならないので

はないだろうか，という反省がなされた。二つ目は，子供からのかかわりを多くしていくには，

－４５－



それぞれの子供の興味・関心のあることを，教師と子供の間に設定したり，子供自身にそれら

を自由に選ばせたり，それを使って心行くまで活動させたりなど，教師と子供の間に，教材・

教具をどのように提示していくかという点をもっと工夫していかなければならないのではない

か，という点であった。

このような，これまでの研究の成果と課題は，今回の学部の研究を進めていく際に，大いに

生かしていくことにした。

(2)今回の研究の視点

平成２年度から「かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程の編成」という主題の下，生

活単元学習の指導計画作りに取り組んでいることは前に述べた。そうして，作成した指導計画

に基づいて，平成３年度より実践を行い，見直しつつあるが，その際，どのようにして指導を

していけばかかわり合いが豊かになるのかというような指導法の研究も，併せて進めていくこ

とにした。以下，指導法の研究の視点について述べていくことにする。

授業の中では，子供たち同士のかかわりも当然みていかなければならないのであるが，子供

たちの様子を見ると，最も身近な大人，すなわち学校場面では教師との関係の深まりを求めて

いる段階にある子供たちが多い。このことから，前回の研究と同様に，教師と子供との関係を

みていくことにした。

そこで，わたしたちのこれまでの生活単元学習の実践を，「身の周りの人や物，出来事への

興味・関心を高め，自主的・自発的な生活態度を養う」という小学部の生単の目標と照らし合

わせて，教師と子供との関係から，今一度振り返ってみることにした。

すると，教師と子供との共感関係は，生活単元学習の中でも徐々に深まりつつあり，自分の

身の周りの人や物，出来事等に少しずつ興味・関心を持ち始め，子供たちから人や物にかかわ

っていくことが増えてきつつあるといえる。今後更に，教師のかかわり方が，それぞれの子供

の発達状況に応じて反応的になったり，子供たち自身に考えさせたり，気付かせたりするよう

な場面をつくるようになったりすることによって，教師と子供との共感関係はより深まり，子

供たちはいっそう身の周りの人や物，出来事への興味・関心を高め，自主的，自発的な態度を

養っていけるのではないかと思われる。

また，生活単元学習では，興味・関心を満たすような物や出来事，喜んでしたいと考えるよ

うな出来事などの，物や出来事自体へかかわっていく内容や，物や出来事を通して人とのかか

わりを深めていく内容も多く含まれている。前述したように，教師のかかわり方を問い直すこ

とで，物や出来事への興味・関心を持ち始めてきているが，授業を構成している要素が，子供

一教材・教具一教師という三つの軸であることから，教師のかかわり方ばかりでなく，もう一

つの構成要素である教材・教具という点からも見直していくことで，物や出来事への興味・関

心を更に広げていったり，人とのやりとりをより楽しむことができるようになったりするので

はないかと考える。この点も前項において課題として挙げられたことである。

ところで，子供はどのようにして人や物とのかかわり合いの基礎を形成していくのであろう

か。

発達の初期においては，母親との視線の共有や情動の共有，状況の共有など様々な共有関係
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を分かち合うことで，コミュニケーションの基盤を築いていく（図

１－①）。そうして，目と手の協応，手の操作，移動能力等の獲得①子供やし母親

とともに，物にも働きかけるようになる（図１－②）。

やがて，おもちゃをつかむ前に母親を振り返って見てからおもち②子供一今物
やをつかんだり，物をつかんで母親に差し出して見せたり，物を指③子供やウ母親

差して母親に話しかけたりなど子供は母親との関係の中に，物、物‘／を介在させるようになる（図１－③）。このことによって子供は，

人に何かを伝えたいという欲求をより広げることになる。また，そ
④子供一物

駕襲競繍亘襲ごこ駕脳、母親／
れるところを口に入れるようになるなど，物との関係の中に，人と図，人や物とのか力､わ
の関係の中で学んだことを発揮するようになる（図１－④）。このり合いの基礎的段階

ことによって，物が，物そのものとしての実体性を確立してくる。

このように，指差しや提示，手渡し，模倣等の行動の開始と同時に，対人関係や対物関係の

結合体としての「子供一物一母親」という三項関係が成立してくる。こうした関係を持つ中で，

子供は，人とのやり取りを更に楽しむようになるとともに，物への興味・関心や操作性を高め

ていく。

以上のような二項関係から三項関係という発達的な視点からみても，これまで教師のかかわ

り方だけに当てていた研究の視点を，教師と子供とのかかわりの媒介物である物つまり，教材・

教具といった点にも目を向けていくことは，重要なことであると考える。こうしたことから，

小学部では，身の周りの人や物，出来事への興味・関心を高め，子供が自主的，自発的に活動

する生活単元学習を展開していくために，教師のかかわり方と，教材・教具の提示の在り方と

いう二つに研究の視点を当てていくことにした。

(3)研究内容

ア教師のかかわり方について

わたしたちは，母親と乳児のかかわりに学び，教師の側が，子供たちの視線や表情，身振

りや話しことばなどから，子供たちの意図や気持ちを感じ取り，反応的にかかわっていくこ

とで子供との共感関係を育て，子供たちの人や物へのかかわりを豊かにしていくことにした。

こうしたことから，わたしたちが実践を進めるに当たって，基礎理論として導入したのが，

ＩＮＲＥＡＬ（型ter理△CtiveLearning）である。

インリアルは，1974年に米国コロラド大学のリタ・ワイズ博士によって開発された，言語

指導法であり，大人と子供との共感関係に基づきながら，人的・物的環境の在り方を問いつ

つ，子供の言語，認知，社会的な成長を促すことを前提とする理論である。この方法は，子
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供と大人との相互作用を促していくためには，子供の側ばかりでなく，相互作用のもう一方

の担い手である大人の側のかかわり方を検討していくことを大きく指摘している。ここで，

インリアルの基礎理念の主な内容を紹介する。

○どんな子供でもコミュニケーション能力を持っており，話しことばだけでなく，視線，表

情，身振り等のノン・バーバル行動も含めて子供のコミュニケーション行動をとらえる。

○指導は，遊びという子供にとって楽しく，自然な文脈で行い，子供の主体性を尊重しつつ自

発的なコミュニケーション意欲を促進する姿勢をとる。

○言語獲得は，一つの社会的行為であり，現実に子供は人との相互作用を通じて自らの言語を

構築していくものであるから，指導過程も子供と指導者の相互作用過程であるととらえ，指導

者のことばや行動も指導の方針・目標の検討に含まれる。

こうした点から，わたしたちが子供との共感関係を育て，子供からの自主的なかかわりを多く

していこうとするとき，大きな示唆を与えてくれる理論であると考えられ，基礎理論として学ん

でいくことにした。

では，具体的にどのようなかかわり方を提唱しているのか，次に紹介する。

（ｱ）ＳＯＵＬ

まず，子供とかかわるときの基本姿勢を，ＳＯＵＬ（§ilence，Qbservation，

Understanding，lLjstening）としてまとめている。

Ｓ／Silence（沈黙）

子供のことが十分理解できないうちに大人の考えや期待を押しつけるようなことばを次々

に投げかけては，ますます子供のことが理解できなくなる。まず，子供が大人と共に，あ

るいは一人で何かを始めたり，考えたりできるように黙って静かに見守り，子供に時間的，

精神的余裕を与える。

Ｏ／Observation

子供が何をどうしているのか，よく観察する。例えば，子供がどのように物を扱ってい

るのか（認知），人とどの程度協力して遊び（社会性），自分のことをどんな方法で伝え

たり，ことばをどの程度理解できたりしているのか（言語），そして，どのくらい走った

り，飛び降りたりできるのか（運動）といったことを実際によく観察する。

Uunderstanding（理解

観察し，感じたことから子供のコミュニケーションの問題について理解し，子供に何を

援助してやれるかを洞察する。

L／Listening（傾聴

子供のことばに耳を傾ける。ただ，子供のことばは私たち大人と同じものではなく，行

動やちょっとした身振りかもしれないが，それも明らかに子供なりのサインである。そし

て，それを読み取るには子供のリズムに合わせて待ってやったり，子供のレベルに合わせ

てやらなければならないかもしれないが，大人が誠意を持って耳を傾けてやることによっ

て，子供は，自分も人とコミュニケーションできるのだという自信やもっと伝えたいとい
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このような考えに基づきながら，子供の自発性を尊重し，反応的にかかわることをイン

リアルでは基本姿勢としている。わたしたちが授業を構成する上でも，それぞれの子供の

欲求や興味・関心，発達段階などにあった教材・教具を準備したり，教師のかかわり方を

工夫したりして，できるだけ子供たちが，授業の中で自発的に活動できるようにし，教師

が反応的にかかわっていくようにしたい。そうすることによって，教師と子供との相互作

用がよりよく展開され，教師と子供との共感関係は深まっていき，子供たちの人や物への

かかわりは豊かになっていくと考えられる。

具体的には，次のようなかかわり方をインリアルでは示している。

表３反応的なかかわり方とその例

－４９－

反応的なかかわり方 例

ｰ－

Ｍｒ：ミラリ

ング

子供のしていることを観察し，そ
れらをまねる。このことによって，

子供たちに自分たちの表現が相手に
理解されたこと，そして，
られたことを知らせる。

受け入れ

子供教師

･おもちゃを手で 子供の方を見ながら，同じ

たたく。ようにおもちゃを手でたた

く◎

Ｍｎ:モニタ

リング

教師は，子供が言ったことをその

まままねる。この方法は，ことばの

出始めた子供に有効な方法であり，

子供の発信行動を認めることで，や

り取りの楽しさを味わわせ，会話意

欲を高める。

●
●

子供教師

｢ワンワン」

｢プーブー」

’
一
｢ワンワン」

｢プープー」

Sl:セルフ。

ﾄーク

子供の言語能力に合ったレベルで，

教師が自分の気持ちや行動をことば
で表現する。

●

●

｢おだんごつくったよ」と，教師の行動をことば
にする。

｢おだんごおいしそうだなぁ，たべようかな」
と，教師の気持ちをことばにする。

Pａ：パラレ

ル・トーク

教師が，子供のしていることや思
っていそうなこと，感じていそうな
ことを子供の言語発達に合ったこと
ばで表現する。

●

子 供教師
自転車を指差し
たり， 自転車の方
へ教師を引っ張っ
て行ったりする。

一

｢じてんしやIこの

りたいね」と，
－

－

とばで表現する。

Ｒｆ：リフレ

クティング

教師は，子供の言ったことばを自

然な形で修正する。つまり，子供の

構音がおかしかったり，統語的会話
として間違っていたりしたとき，子

供を批判せず，正しいモデルを示す。

子供教師

。「・レビ，･たよ」－「テレビ，みたの」

● ｢これで，あさのか

いを，はじめます」

(省略の修正）

｢これから，あさのか

いを，はじめます」

(助詞の誤用の修正）

Ｅｘ：エキス

パンション

教師は，子供のことばを修正する
だけにとどまらず意味的，文法的に
広げて返す。

●

子 供教師
｢おかわり」一「おかわりを，ください」
。「バス，のる」

－－ ｢がつこうのバスに，のり

たいね」

Ｍｄ:モデリ

ング

教師は，子供の話題に添いながら，
それに関して質問したり，状況を叙
述したりすることで，子供に会話モ
デルを示す。

●

●

子 供教師
｢おだんごたべる？」

｢おいしかった」

一

「おいしそうだ

ね」

「おなかいつば

いになった」



(ｳ）提案的なかかわり方

インリアルで紹介されている反応的なかかわり方は(ｲ）で示したとおりであるが，ここ

で授業での実践をする中で，もっと子供自身に考えさせたり，気付かせたりするような教

師のかかわり方を工夫していかなければならないのではないかという反省が出されたこと

から，「提案的な教師のかかわり方」という点を，子供たちの自発的なかわりを促す教師

のかかわり方の一つの観点として加えていきたい。

わたしたちは，授業の中で，子供たちの欲求や興味・関心，発達段階などを考慮するこ

とで子供たちの自発的な活動を引き出し，その中にある子供たちの意図や気持ちに添って

反応的にかわっていくことを基本とする。そうすることで，毎時間の授業の目標達成に迫

っていくことができると考える。しかし，授業の中で生じる子供たちの意図や気持ちが，

必ずしも教師の願いと一致しないという場面も出てくる。そのとき，反応的にかかわって

いくだけでは，目標を達成することは難しく，子供たちにイニシアチブを取らせながらも，

教師から，働きかけることも必要となってくる。そこで，わたしたちは，そうした働きか

けをする際にも，インリアルの姿勢を生かして，子供自身に考えさせたり，気付かせたり

していくように，教師が，自分の願いを子供に提案していくようなかかわり方を，状況に

応じて工夫していきたいと考える。

例えば，宿泊学習のおやつ作りの授業場面。おやつのホットケーキの上に乗せるアンゼ

リカを切る係のＡ君。Ａ君の発達段階からみて，ある程度包丁で薄く切ることはできると

思われるにもかかわらず，ブツブツと太く切っていた。こうしたとき，教師は，「こんな

ふうに切ってあるよ」と言いながら見本として薄く切ってあったアンゼリカを見せたり，

「先生も切ってみよう」と言いながら教師自身がその場で薄く切って見せたりするだろう。

また，薄く切っている友達の様子を見せるなどもするかもしれない。そうしたかかわりは，

その子に，自分の切ったアンゼリカと比べさせて，もっと薄く切った方がよいことに気付

かせる一つの手立てとなるだろう。

このような，教師や友達の行動やことば，教材・教具の提示などによって，教師の願い

を提案していくようなかかわり方を通して，子供は，自分自身でどうしたらよいのか考え

たり，気付いたりして，自分の持っている力をそれまで以上に発揮していこうとすること

ができるのではないだろうか。このような提案的なかかわり方を工夫して取り入れていく

ようにしたいと考える。

これまで，具体的な教師のかかわり方について述べてきた。こうしたかかわり方を，ある子

供と教師のやり取りの中でみてみたい。

例えば，上述のおやつ作りの場面で，膨らんだホットケーキの上に，ほしぶどうを乗せてい

く係のＢ君。早くほしぶどうを乗せたくてしかたない様子だが，なかなか膨らまない。Ｂ君が
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｢まだです。」と教師の方を向いて言うと，それを聞いた教師が，「まだですね。」とことば

掛けする（モニタリング）。このようなことば掛けは，欲求が，教師に受けとめられていたこ
とをＢ君に知らせるとともに，Ｂ君の行動のコントロールにも大きな影響を及ぼし，これによ

り，Ｂ君はホットケーキが膨らむまで待つことができた（Ｐ､６５～66実践例参照）。
このような方法で，子供たちの意図や気持ちを感じ取りながら反応的にかかわっていくこと

で教師と子供との共感関係は深まっていく。そうして，それが基盤となって子供たちの人や物
への興味。関心は高まり，そのかかわりをいっそう楽しめるようになり，子供たちからの自主
的なかかわりを多くしていくと思われる。また，子供の意図や気持ちを教師がことばで表現し
たり，教師の感じ取っていることを伝えたりすることは，上の例でもみられるように，行動や

情動の喚起やコントロールにも大きく作用していくと思われる。

このようにして，人や物への適度な自我関与が促されたり，自己の意識化が図られたりする
ことによって，自我の発達が促されていくと考える。
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教材・教具の提示の在り方について

授業を構成しているのは，子供と教師と教材・教具である。わたしたちは，これまで教師

の側に目を向けて，教師のかかわり方を検討してきた。そして，今回の研究では，更に教材・

教具へも目を向けていき，改めて教材・教具をとらえ直してみたわけである。

ところで，教材・教具というと，その作りが子供の発達段階に合っているか，操作しやす

い作りであるか，というような教材・教具の条件とか機能性といった構造的な面に目がいき

がちである。しかし，わたしたちは教師と子供との関係性の中で教材・教具をみていこうと

するものである。つまり，授業において教師がどのような意図で，教材・教具をどのように

介在させようとしているのか検討していこうというものである。もちろん，教材・教具その

ものの構造的な面も,人との関係性を促す上で配慮すべきことであることは言うまでもない。

さて，子供一物一母親の三項関係という発達的な視点を示した，図１の人や物とのかかわ

り合いの基礎的段階③，④を，授業の構成要素である子供一教材・教具一教師に置き換えて

みると，図２のような関係で示すことができる。（実際の授業では，この基礎的段階の関係

にとどまらず，子供同士のかかわりもある。）

例えば'実践例｢校内宿泊学習」のおやつ作りの授①子供一教師
業のように（56～66ページ参照），子供が喜んで活動

、‘／
するホットケーキ作りの活動を設定し，材料を切った 教材・教具

り，混ぜたり，裏返したりする用具を教師が準備した

場合を考えてみよう。 ②子供一教材・教具

、／子供は，準備された用具を使って，おやつ作りに取
教師

り組んでいく。教師に励まされながら，子供は活動に

取り組み，上手にできたこと，頑張ってできたことを

教師と共に喜ぶことができる。このように関係を深め図２教師や教材．教具とのか力、

て，子供は教師へのかかわりを一層広げていく，ととわり合いの基礎的段階

らえているのが①である。

また，教師がした用具の使い方やおやつの作り方を思い出しながら，子供は用具の使い方

を工夫したり，おやつを作る活動に集中して取り組んでいく。そうして子供は，教材・教具

への興味・関心や操作性等を高めていっている，ととらえているのが②である。

以上のように，教材・教具が提示された同じ場面を，二つの側面からとらえたのが①と②

である。つまり，授業においては教材・教具を介在させることで，子供と教師，更には子供

同士のやり取りを楽しませ，かかわりをより深めたり，教材・教具への興味・関心や操作性

等を高めたりすることができる。

船越（1988）も，“子供は，人からの働きかけによって，物自体の持つ空間性や機能性に

気付くことができ，また，逆に物を介して人との関係を学んでいく。”と述べている。この

ように，子供一教材・教具一教師という関係性の中で，教材・教具に視点を当てていくこと

イ
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Iま，大事なことであると言える。

以上のように考えると，教材・教具を子供と教師の間に介在させる際に，教師の意図によ

って教材・教具の触らせ方，聴かせ方，見させ方などの順序やタイミングの取り方等（提示

の在り方）が異なり，それとともに，子供の反応の出方も異なってくる。そこで，わたした

ちは，子供に教材・教具そのものや，周りの教師や友達へどのようにかかわって欲しいと考

えているのか，そのために，教材・教具をどのように介在させようとしているのか，といっ

た教師の意図というものをもっと明らかにしていきたいと考え，‘教材・教具の提示の在り

方，という研究の視点を導いてきたのである。

飯田や三島（1991）らは，教材学習（いわゆる教材・教具による学習）は，認知を発達さ

せる軸と，人格や意欲を発達させる軸の二つの軸を持っていると考えている。教材学習が，

認知の面で，感覚運動や知覚，思考の発達を育てるものかどうか，人格や意欲の面では，興

味・関心を促し情緒の安定をもたらすものか，あるいは，集中力，持続力，努力を育てるも

のかどうか等を見ていこうとしている。また，船越は遊具や教具について，触運動感覚的条

件，視覚的条件，聴覚的条件を考慮したり，課題の分かりやすさを導く作りを考慮したり，

順序やタイミングの取り方を検討したり，子供の習熟度に合わせた遊具や教具を提示したり

する取り組みを行っている。

これらの考えや取り組みを基に，わたしたちなりに，教材・教具の提示の在り方について，

以下の６項目に示すような，より具体的な分析項目を検討してみた。

①教材・教具を子供の欲求『興味，発達段階，経験等に応じて，また，子供の欲求や興味

を新たに喚起し，助長するように配慮して提示したか。

②子供にとって課題が分かりやすく，操作しやすいように工夫して教材・教具を提示した

か。

③触運動感覚を刺激したり，視覚的，聴覚的にとらえやすくしたり，体の一部又は全身を

動かしたりなど，五感や体全体に働きかけるように教材・教具を提示したか。

④子供が意欲的に取り組み，楽しめるように活動のテーマに添って教材・教具を選択でき

るように提示したか。

⑤活動が広がり，高まるように順序やタイミングの取り方を工夫して教材・教具を段階的

に提示したか。

⑥子供が没頭し，継続的に取り組んだり，子供から笑顔を引き出し伸び伸びと活動させた

りなど満足感，成就感を得られるように教材・教具を提示したか。

この教材・教具の提示の在り方の分析項目に関しては，今後とも実践を重ねる中で，

更に検討を加えていきたい。こうした分析を通して，提示の在り方を工夫していくこと

は，子供と教師とのかかわり合いを深めて，教材・教具そのものへの興味・関心を高め

ることになり，適度な自我関与を促すことができる。そして，自我関与が促されること

で，更に，教材・教具への興味・関心も高められ，また，どの子供にも，“できた”と

満足させて自己の経験の拡大を促し，子供なりに自己の行動の意識化を図ることができ

る。このように，適度な自我関与を促し，自己の意識化を図ることにより，子供の自我

の発達を促していくと考える。

－５３－



これを基に，その授業において，子供が教師や教材・教具に対して豊かにかかわっている

場面や，そうでない場面を抽出する。そして，子供と教師，あるいは子供同士がかかわり合

っている時の，両者のかかわり合いはどのように展開されているか，その際の両者のかかわ

り方，反応の仕方はどうであったか等を，聴取されたＶＴＲにより細かく授業の分析表（表

５）に記録し，教師のかかわり方と，教材・教具の提示の在り方について分析してかかわり

合いの豊かな子供を目指していく。

以下に，分析表の各項目について説明しておきたい。

①教師の開始

教師の指示，提案や説明等の働きかけ（開始）が多かったかどうかをチェックする。教

師からの開始が多い場合は，教師主導でかかわりが展開されたと考えられる。

(4)実践研究の方法

ア研究の進め方

実践研究を進めるに当たって，教師のかかわり方を改善するための観点や，教材・教具の

提示の在り方を工夫していくための観点に基づき，図３に示すような手順で，定期的に生活

単元学習の授業を分析し,評価していき,かかわり合いの豊かな子供を育てていくことにした。

の種

図３研究の進め方

イ分析の方法

実践した授業を分析的に見ていくために，４０分の授業全体をＶＴＲで記録に収めるとともに，

授業の展開に添って，教師の子供への働きかけや子供の動きを授業の記録表（表４）に記録

する。

表４授業の記録表
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②教師の反応

子供からの働きかけ（開始）や反応行動に対し，反応的にかかわったかどうかをチェッ

クする。教師が反応的かかわり合いを展開している場合においては，かかわりは子供主導

で展開されていたと考えられる。

③反応を待つ時間

子供の反応を待つ時間は適当であったか，また，子供からの開始を待つことができたか

をチェックする。（状況に即し適切に子供の内的な状態を読み取るための問）

④かかわり方

・反応的：Ｍｒ，Ｓｌ，Ｐａ，Ｍｎ，Ｒｆ，Ｅｘ，Ｍｄといった子供の意図や気持ちを受けとめ

たかかわり方。

・提案的：子供自身に考えさせたり，気付かせたりするようなかかわり方。

・指示的：指示的なニュアンスの強いかかわり方，あるいは強制的，威圧的なかかわり方。

⑤教師と子供と教材・教具との相互作用過程図

教師の働きかけと子供の動きで記録された，教師と子供（状況によっては子供同士の場

合もある）とのかかわり合いの様子を，相互作用過程図で分かりやすく示している。表記

の仕方は以下のとおりである。

Ｓ（開始）のみ：伝達意図の有無にかかわらず，教師もしくは子供が行動を開始した（話題

を提供した）ときに，相手に何の状態変化も生じない場合。

Ｓ…………………＞：教師もしくは子供の伝達意図はない行動（Ｓ）を，相手が話題の提供とし

て感じ取り，反応した場合。

Ｓ一一＞：教師もしくは子供の伝達意図のある行動（Ｓ）に対し，相手が話題の提供

に関係する何らかの行動を生起した場合。

Ｒ－=＞：教師もしくは子供が，教材・教具（Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ）に対してかかわ

っている場合。

⑥教材・教具への反応の様子

教材・教具の提示の在り方については，研究内容のイの①～⑥の観点に添って，子供の

反応の様子から，考察して述べるようにする。

表５授業の分析表

川
(具体的な記入例は実践例65～66ページを参照のこと）
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４実践例（単元「校内宿泊学習（６月単元中学年）」の実践授業を通して）

（１）単元校内宿泊学習

（２）日時平成３年６月２１日（金）３校時

（３）対象小学部２組男子５名女子２名計７名

（４）場所小学部２組教室

（５）単元について

本学級の子供たちは今までに４～６回校内宿泊を経験し，今年も花火，おふろ，おやつなど

自分の欲求や興味・関心を中心にして校内に宿泊することを楽しみにしている。また，身辺処

理に関して，教師の部分的身体的援助を必要としたり，必要以上に援助を求めたり，行動をな

かなか起こそうとしなかったりするものの，教師が子供のしようとしていることをことばで表

して促したり，操作しやすいように教材・教具を提示したりなどすることで，身辺処理に関す

る事柄を自分でしようとする様子が見られる。

本単元では，このような子供たちに対して，校内に宿泊する当日の日程に興味・関心のある

おやつ作りやお楽しみ会などの活動を組み込んだり，事前に繰り返して練習させたりして，教

師や友達と一緒に校内に宿泊することの楽しさを味わわせるとともに自分のことは自分でしよ

うとする意欲や態度を促し，身辺処理の技能を高めようとするものである。

（６）本時（18／32）

ア目標

・自分から進んで生地を作ったり，飾りつけなどをしたりして，教師や友達と一緒にホット

ケーキを作ることができる。

○個人目標

イ指導に当たって

子供たちはこれまでに，花火やおふろ，おやつ作りなどの活動を一通り経験し，宿泊した

5６

Ｙ
Ａ
●
●

Ｍ
Ｎ

● 友達に材料を渡したり，順番を決めたりして生地を作ったり，好きな活動を選んだりし

て，ホットケーキを作ることができる。

Ｍ
Ｙ
Ｎ
Ｎ

● 友達から渡された材料を自分でボールに入れたり，順番にしたがって混ぜたりするとと

部こ，好きな活動を選んで，ホットケーキを作ることができる。

Ｙ
Ｔ
Ｔ

●
●
●

Ｔ
Ｙ
Ｍ

● 教師や友達と一緒に生地を作ったり，活動を選んだりして，ホットケーキを作ることが

できる。



いという気持ちが高まりつつあり，当日の活動を身振りや話しことばで発表しようとするこ

とが多くなってきた。

また，昨年も作り，今年も作りたいという要望が子供たちの中で多かったホットケーキ作

りをおやつ作りとして選び，今までに３回，ボールにホットケーキミックス（以下，粉と略

す），卵，牛乳を入れて混ぜたり，生地をホットプレートで焼いたりして，ホットケーキを

作ってきた。最初の時間は，全員が材料を入れて混ぜたり，焼いたりする活動を行い，活動

する中でアンゼリカなどを入れたいと発表する子供がいた。そこで，次の時間からは，アン

ゼリカを切ったり，飾りつけをしたりする活動を加え，交代しながら，ホットケーキを作っ

てきた。その結果，活動の流れが分かったり，部分的に活動を楽しんだりする様子も見られ

てはきているものの，自発的に活動に取り組む姿があまり見られない。このことは，ホット

ケーキ作りに対して興味・関心が高まりつつあるものの，教師が指示的になり，子供もそれ

を待っていることが多かったり，自分でしょうとしても材料や用具をうまく操作できなかっ

たりなどするためであると考える。

そこで本時では，指示を少なくして子供それぞれのやり方を認めたり，教師や友達とかか

わることができる状況を多く設定するなどの教師のかかわり方に配慮するとともに，子供の

発達水準に応じ，容易に操作，選択などができる教材・教具の提示を工夫することで，自分

からホットケーキを作る楽しさを味わわせていきたい。具体的には，以下の点に留意して指

導する。

○教師のかかわり方

・役割分担をして生地を作ったり，焼いたり，飾りつけたりなどするが，子供たちの視線

や表情，身振り，発語などをとらえて子供がやりたがる活動があれば，役割を交代して活

動するように促す。

・子供たちが活動する場面では，「～しなさい」などの指示的な内容や直接的に子供の手

を取っての補助は避け，子供たちが自由な雰囲気の中で活動できるようにする。

・子供の意図が活動に向かなかったり，別の材料や用具などに向かったときには，その時々

の状況や子供の内的な状態を考慮しながら，子供の気持ちや行動，状況，教師の気持ちな

どを説明して励ましたり（パラレル・トーク，セルフ・トーク），子供の行動やことばを

まねたり（ミラリング，モニタリング）しながら，活動に対応した行動ができるように援

助する。

・子供たちが用具を準備したりゥ材料や用具を選択したりする場面では，一緒に運びなが

ら「わっしょい，わっしょい」と教師がことば掛けをしたり，子供の卵への指差しや「こ

れ」といったことばに応じて，「卵を取るんだね」，「玉じゃくしがいいんだね」と返し

たりするなど，教師が自分の行動をことばで表現したり（セルフ・トーク），子供の気持

ちや行動をことばにしたり（パラレル・トーク），子供の気持ちや行動をことばにしたり

（パラレル・トーク），子供のことばを意味的，文法的に広げて返したり（エキスパンシ

ョン）して，かかわるようにする。

・友達が材料をボールに入れたり，それを混ぜたりするのをＭ、Ｙ，Ｎ，Ａが手伝う状況

－５７



を設定することで，子供たち同士がかかわっている際の表情や身振り，話しことばなどをま

ねたり（ミラリング，モニタリング），子供の気持ちや行動をことばにしたり（パラレル。

トーク），子供のことばを意味的，文法的に広げて返したり（エキスパンション）して，子

供とより共感的にかかわることができるようにするとともに，子供たち同士のかかわりを深

めるようにする。

○教材。教具の提示

・本時の学習について話し合うときに，めあてカード（文字カード）や絵カード，前時に

作った実物を見せたり，作ったものを食べさせたりして，「食べたい」，「作りたい」な

どの子供の欲求や興味を喚起するとともに，本時のめあてを視覚的，聴覚的，触覚的，臭

覚的にとらえることができるようにする。

。Ｍ、Ｔが牛乳を注ぎやすいように牛乳パックに注ぎ口を付けたり，Ｔ、Ｙが粉の入った

袋を開けやすいように切れ目を入れたりして，子供の発達段階や経験などに応じることが

できるようにする。

。Ｔ、Ｙが，生地を混ぜるときに操作しやすいように，泡立て器のほかに木じゃくしを準

備したり，Ｍ、Ｔ，Ｙ、Ｔ，Ｔ、Ｙがアンゼリカを切りやすいように包丁のほかにスケッ

パーを準備したりする。

。生地をホットプレートに流し入れる用具として，玉じゃくしとスプーンを用意したり，

前述の木じゃくしやスケッパーを玉じゃくし，包丁と一緒に提示し，選択する場面を設定

することで，活動に意欲的に取り組めるようにする。

。役割分担をしてホットケーキを作っていくが，本時の中で可能な限りほかの活動を経験

させたり，友達の活動を見せたり，本時以外の時間には別の全活動を分担させたりして，

ホットケーキ作りに関する活動を広げ，高まるようにする。

。子供が活動に没頭し，継続的に取り組むことができるように，材料や用具を十分準備

し，活動が途切れないようにするとともに，「ホットプレートいっぱい」，「焦げないよ

うに」，「小さく切る」などそれぞれのめあてを具体的に知らせ，「できた」という成就

感が得られるようにする。

5８－



ウ実際及び授業の記録表

59～6０

ー

過程 主な学習活動 指導上の留意点 準 備 教師の働きけ（教師のかかわり，教材・教具の提示） 子供の動き（教師や教材・教具に対する反応）

導入

(3分）

展開

(30分）

１本時の学習について話し合う。

・前時に作ったホットケーキ

を見る。

・めあてカードを読む。

●●●●●◆●●合●■●◆●●●●●●●●●◆●●●●●ゆ●●Ｃ●●●●由●●●■●●●●｡●●●●｡◆◆●●●●●由●台呑｡●■●｡■●｡、●｡●③●●◆●｡●●■吾吾二二二寺

２ホットケーキ作りの準備をす
る

●

◎

材料

卵：Ｔ，Ｙ

牛乳：Ｙ、Ｔ

粉：Ｍ・Ｔ

・用具（泡立て器，玉じゃく
し，ホットプレート
返しなど）：全員

Ｐ

３ホットケーキを作る。
（１）生地を作る。

フライ

・ボールに入れる。

ＯＭＹ

粉Ｙ･Ｔ

卵Ｎ・Ｍ

牛乳 Ｎ・Ｙ

:ＯＮ､Ａ

Ｔ・Ｙ

Ｎ・Ａ

ＭＴ

ホットケーキをつくろう

・給食着を身に付けていることに気付かせ

たり(Ｎ、Ｍ，Ｎ、Ｙ，Ｍ・Ｙ， Ｎ、Ａ）

前時に作ったホットケーキを提示したり

，

(全員）して，前時の活動を思い出させる。

・ホットケーキを提示する際に，「食べた

いね」

行う。

， ｢作ろうか」などのことば掛けを

・めあてカードや絵カードを提示し，本時

の活動を明確にするｂ

・ポールを見せて，何を入れるかを聞き，

名前を言わせたり（Ｎ、Ｍ，Ｎ・Ｙ

Ｙ
Ｔ
９
９

Ｎ，Ａ） ９ 取らせたり（Ｔ・Ｙ
９
９
●
●

Ｍ
Ｙ

Ｍ・Ｔ）して，材料の準備をさせる。

・用具は自分で選んで運ばせるようにする

が，協力して運ぶことにも配慮する。

。○印のＭＹ，Ｎ、Ａを世話係にして，

カードを基に友達に材料を渡したり，混ぜ

る順番を決めたりさせる。

・ＭＹ， Ｎ、Ａの友達へのかかわりを

認めつつ，過度にならないようにことば

掛けを行う。その際，指示的な内容Iまで

きるだけ避ける。

・一人一人に応じて，粉が入った袋に切れ

目を入れたり，牛乳パックに注ぎ口を付け

たりなどする。

・給食着

・友達の作ったホットケーキ

・めあてカード

・絵カード

・ボール

● 材料（牛乳，卵，粉）

・用具（泡立て器など）

・カード

● 材料

。ＣＴ自身が身に付けているものを尋ねたり（Ｎ，Ａ

Ｙ、 Ｎ、Ｍ，Ｎ、Ｙ，Ｍ，Ｙ）

掛けたりする。

，

ワ Ｔ、

今から何をするのか問い

・前時に作ったホットケーキをＣＴが提示し，一人一人に

見せながら，ＳＴと一緒に「作る」

ね」 ｐ

， ｢いいにおいがする

｢食べたいね」などのことば掛けをする。

・ホットケーキの絵カードを見せたり，めあてカード（ホ

ツトケーキをつくろうと書いてある）を読ませたりする。

・ボールを子供たちに見せて，中に入れる材料を聞いたり，

材料を後ろから運ばせたりする。

・材料や用具を自由に選ばせ，前に運ぶようにことば掛け

をする。

。「まだ後ろにあるよ」

ことば掛けをする。

， ｢ボールでいいですか」などの

・粉，卵，牛乳をボールに入れる係が書いてあるカードを

Ｎ、Ａ，ＭＹに見せる。

CＴ

。Ｍ、Ｙに，Ｙ、Ｔを連れ

てくるようにことば掛けを

する◎

。Ｙ、Ｔが袋をはさみで切

ったり，ボールに入れたり

するのを援助する（袋を引

っ張る，本児の手を取る)。

。Ｍ、Ｙと一緒に次は誰が

活動するかを確認する。

。Ｎ、Ｍに卵の割り方を教

えたり，Ｎ、Ｙに牛乳を入

れるように促したりする。

●
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●
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●
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SＴ

N，ＡにＴ、Ｙを呼ぶよ

うにことば掛けしたり，Ｔ、

Ｙが袋を破るのを手を取っ

て援助したりする。

次の人は誰かをＮ、Ａに

尋ねる。

Ｍ、Ｔの.手首をつかんで

援助し，牛乳を入れる。

・自分の給食着を見たり（Ｎ・Ａ， Ｎ、Ｍ，Ｍ、Ｙ） ， 教師

の問い掛けに応じて，「ホットケーキ」と答えたりする(Ｎ、

Ａ，Ｍ、Ｙ） 。

・全員が注目し，Ｎ、Ｍは「ワッー」

声を上げ，Ｙ、Ｔは立ち上がる。

， Ｍ、Ｔは「イー」と

・顔を近づけて見たり（Ｍ、Ｙ），においをかいだり（Ｎ、

Ｙ），触ったり（Ｎ、Ｍ，Ｔ、Ｙ，Ｍ、Ｔ），ホットケーキ

(を作る）（Ｙ・Ｔ， Ｎ、Ａ）と言ったりする。

・絵カードを見て，Ｍ、Ｙが「ホットケーキ」と言ったり，

Ｎ、Ａ，Ｍ、Ｙが「ホットケーキを作ろう」とめあてカード

を読んだりする。

。Ｎ・Ｍ， Ｎ・Ｙ， Ｎ、Ａ，Ｍ、Ｙは，手を上げて，卵，牛

乳，粉を中に入れることを発表する。

。Ｔ、Ｙは，ＣＴのことば掛けに対しては動こうとせず，ＳＴ

が体に触れて促すと走っていって，卵を取って，ＣＴに渡す。

。Ｙ、Ｔは，時々立ち上がっていたが，ＣＴが「牛乳取って

きて」とことば掛けをすると，後ろに歩き出し，途中で座り

込むことがあったが，牛乳を取って，ＣＴに渡す。

。Ｍ、Ｔは，ボールを触ってなかなか立ち上がらない。Ｔ、

Ｙが，Ｍ、Ｔの手を取って引っ張ると，ＳＴがＴ、Ｙも一緒

に行くように促し，手をつないで後の方に行く。Ｔ、Ｙが，

粉の入った箱を取り，Ｍ、Ｔに渡す。

。Ｎ・Ｍ０ Ｔ、Ｙ，Ｎ・Ｙ９ Ｍ・Ｙ， Ｎ、Ａは，自分から材

料や用具を選んで，２～３回前に運ぶ。

。Ｙ・Ｔ，

卜を運ぶ。

Ｍ、Ｔは，ＳＴに促されて，一緒にホットプレー

・名前を読んだり（Ｎ，Ａ）

Ｙ）する◎

。Ｍ、Ｙは，Ｙ、Ｔの手を

引いて連れてきたり，袋を

渡したりする。

。Ｙ、Ｔは，教師の援助を

受けながら,袋を切ったり，

ボールに入れたりする。

。Ｍ､ＹはＮ,Ｍに卵を渡す。

。Ｎ、Ｙは，最初卵を床に

落とすが，２回目は弱くひ

びを入れ，卵を割る。

。Ｎ、Ｙは，一人で牛乳を＋

入れる。
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牛乳の絵を指差したり（Ｍ、

Ｎ，Ａは，「おいで」とＴ、

Ｙにことば掛けする。

T、Ｙは，ＳＴの援助を受け

て袋を破いたり,一人でポール

に粉を入れたりする。

｢わたしです」と答えたり，

友達の名前を呼んだりする。

一人で卵を削り,ボールに入

れる

Ｍ

。

● Ｔは,--人で牛乳を入れ

ようとするが，ふたが開かず

に,ＳＴと－．緒に牛乳を入れる。



i‐
61～6２

過程 主な学習活動 指導上の留意点 教材・教具の提示 教師の働きけ（教師のかかわり，教材・教具の提示）． 子供の動き（教師や教材・教具に対する反応）

展開

●■■●●●●●●■●●ｏ■

終 末

(7分）

。混ぜる。

・順番を決める（Ｍ・Ｙ

Ｎ、Ａ） ◎

，

・友達の名前を呼んだり，

ポールのところまで連れて

きたりする（Ｍ､Y,N､Ａ)。

・泡立て器で生地を混ぜる。

(2)生地を焼いたり，飾りつけ

をしたりなどする。

・やりたい活動を決める。

・ホットプレートに生地を流

し入れる（Ｎ、Ｍ，Ｍ、Ｙ)。

・玉じゃくしとスプーンのど

ちらか一方を選ぶ。

・ボールから生地をすくい上

げ，ホットプレートに流し入

れる。

・アンゼリカを切る（Ｔ・Ｙ

Ｎ、Ａ） ０

。飾りつけをする（Ｙ・Ｔ

Ｎ、Ｙ） ◎

，

・ほしぶどうやアンゼリカを

生地に乗せる◎

・裏返す，皿に入れる（Ｔ、

Ｙ，Ｍ、Ｔ） ◎

９

ゆ■の●●■●●母■■●■●●ゆ●｡●●●●①◆●●●●●●●●●●●●◆●●●●か■●●◆●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■

４出来上がったホットケーキを

食べる。

５次時の予告を聞く。

。Ｍ、Ｙ、Ｎ、Ａにそれぞれのグループの

順番を決めさせ，自分から友達にかかわる

ことができるようにする。

・子供が混ぜるときに，「ぐるぐる」

｢上手」などのことば掛けをする。

，

・泡立て器で混ぜにくいときには，木じゃ

くしを使わせるようにする。

・絵カードや使う用具を見せて，子供たち

にやりたい活動を選ばせる。

・生地を流し入れる用具としては玉じゃく

しとスプーンを準備してどちらか一方を選

ばせるなどのように，自分で選択して活動

する場を設定する◎

・活動の様子から，上手にできていること

や頑張っていることを，子供たちにことば

や行動で投げ掛け，活動意欲を高める。

。Ｔ、Ｙには，アンゼリカを切りやすいよ

うにスケッパーを使わせる。

。切る大きさをとらえさせるために，Ｎ、

Ａに見本を見ながら切らせるようにする。

。Ｙ、Ｔには，いっぺんにたくさんのほし

ぶどうやアンゼリカを入れないように，い

､くつかの皿に分けて，提示する◎

。Ｎ、Ｙには，ほしぶどうやアンゼリカの

乗せ方を工夫すると，人の顔や動物になる

ことを知らせる。

。素早く裏返すように，「ばたん」などの

ことば掛けをする。

●●●●●●■■Ｇ●●●●●●●●●由■■●⑧凸白白●由●●●●●■●●●●Ｇゆり■●ー●■●■■心●●●ｐ●●●●●●●●●●●●●●●●●●巳●●●●●●■■■●●●むむ■●●●●ロ●●合●Gee●●●印●｡●●●■●●１

・ホットケーキを作る過程で一人一人の頑

張ったところを褒め，教師や友達と一緒に

作り上げた喜びを味わわせる。

● 材料

・泡立て器

・木じゃくし

・絵カード

・用具

・玉じゃくし（スプーン）

・包丁（スケッパー）

・見本（アンゼリカ）

・皿

・フライ返し

・ホットケーキ

ＣＴ

。Ｍ、Ｙに混ぜる道具を持

ってくるように促したり，

順番を決めさせたりする。

。「ぐるぐる」 ｢混ぜる

の上手だね」などのこ

掛けをする。

と↓ま

。Ｙ、Ｔには，手を取って

混ぜるように促す。
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SＴ

Ｎ、Ａに混ぜる道具を持

ってくるように促したり，

順番を決めさせたりする。

Ｍ、Ｔに木じゃくしを持

たせる。

Ｎ、Ａに木じゃくしで混

ぜるようにことば掛けをす

る◎

・絵カードや用具を見せて，活動することややりたい活動

を発表するように促す。

。Ｎ、Ｙ・ＭＴの前に玉じゃくしとスプーンを提示して

どちらか一方を選択させるとともに，ホットプレートいつ

ぱいに生地を流し込むように，ことば掛けをする。

。Ｔ，Ｙにスケッパーを与えて，一人で切るように促す。

。Ｎ、Ａに大きさの見本を提示し，アンゼリカを切るよう

に促す。

。Ｙ，Ｔがほしぶどうを取ろうとするのを見て，ほしぶど

うを生地にぱらぱらするように促す。

・アンゼリカの入った皿をＮ、Ｙの前に置いておく。

。Ｔ・Ｙ， Ｎ、Ｍの手をつかまえて，生地をフライ返しで

すくうところまで援助する。

。ＳＴは，Ｙ、Ｔがほしぶどうを上手に生地に入れたことを

褒める。

・全員にホットケーキとジュースを配る。

・次の時間は，おふろに入ることを伝える。

。Ｍ、Ｙは「ぐるぐる」と

言いながら，泡立て器を持

ってくる。

。Ｍ、Ｙは，Ｎ・Ｍ

Ｙ， Ｙ・Ｔ９

名前を呼ぶ。

， Ｎ、

Ｍ、Ｙの順に

。Ｙ、Ｔが，混ぜる場所か

ら離れることはあったが，

全員混ぜる活動に集中する。
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Ｎ，Ａは泡立て器を持つ

てきて，最初は，Ｍ、Ｔに

決める。

Ｍ、Ｔは泡立て器を握っ

てすぐに混ぜ始めるが，Ｔ

Ｙも一緒に握って混ぜよう

とする。

Ｍ、Ｔは木じゃくしで，

Ｔ､Ｙは泡立て器で混ぜ

る。

●

N、Ａは木じゃくしでま

ぜ始める。

･全員CTが提示する絵カードや用具に注目し，立ち上がっ

たり（Ｙ、Ｔ，Ｍ、Ｔ） ， 活動内容を言ったり（主にＮ、

Ａ），手を上げたりする。（全員） ◎

。Ｍ、Ｙは，玉じゃくしを選んで，ホットプレートいつぱ

いに生地を流し込む。

。Ｎ、Ｍは，玉じゃくしを選んでホットプレートに数回生

地を流し込んだ後，Ｍ、Ｔが持っているフライ返しを取っ

て，生地を裏返す活動をする。

。Ｍ､Ｔは,生地をボールからすくい上げるところまでＣＴの

援助を受け，ホットプレートに自分で流し込む。

。Ｔ、ＹはＳＴの手を取っての援助でアンゼリカを一緒にス

ケッパーで切る。手元をよく見ている。一人で左手を使っ

て切ることもある。その後，自分からホットプレートに近

づきＣＴの手首をつかんでの援助を受けながら，生地をひつ

くり返す。

。Ｎ、Ａは包丁を使って，提示された見本を見ながら，ア

ﾝゼリカを切る。切り終った後，自分から生地の上にアン

ゼリカを乗せる。

。Ｙ、Ｔは「ぽい」と言いながら，生地にほしぶどうを入

れる活動に集中する。

・自分で，アンゼリカを取ってホットケーキの生地に置く。

なくなると，自分から玉じゃくしを取って，生地を入れる

活動を始める。

。すくった後はＴ、Ｙ，Ｍ、Ｔとも自分で裏返す。

。Ｎ、Ｙが「はい」と手を上げる。

。「おいしい」とＮ、Ａが言う。全員全部食べる。

。Ｎ、Ｙが｢おふろ｣と葛い，Ｎ、Ｍ，Ｎ、Ａが拍手をする。



エ評価

・自分から進んで生地を作ったり，飾りつけをしたりなどして，教師や友達と一緒にホット

ケーキを作ることができたか。

（研究の視点からの評価）

・教師のかかわり方は，反応的，提案的であったか。

・教材・教具の提示は適切であったか。

(7)分析

授業を分析的に見ていくために，子供が，教師や教材・教具に対して豊かにかかわっている

場面やそうでない場面を抽出し分析することは，先に述べた。

ここでは，Ｙ、Ｔが「ぽい」と言いながら，ほしぶどうを生地に入れる場面を分析すること

にした。Ｙ、Ｔが自ら教材・教具に働きかけながら，教師にもその行動をことばで伝えようと

しているもののある時点までその意図が教師に分からず，相互作用が停滞するが，教師がその

行動に気付きかかわることで相互作用が展開できた場面を分析することで，教師のかかわり方
と教材・教具の提示の在り方はどうあればよいかを探ることができると考えたからである。

(8)分析からの考察

分析場面は約５分間（途中約１分間を省略）で，前半の約３分間は，チーフ・ティーチャー

以下ＣＴと略す）が時々 かかわるが，サブ・ティーチャー（以下，ＳＴと略す）からはほとんど

かかわりを受けていない。また，参観者（前担任）も笑顔で本児の活動を見たり，うなずいた

りはしていたものの，「ばらばら」と言いながらぱらぱら入れるまねを１回したのみで，特に
目立った働きかけはしていない。それにもかかわらず，Ｙ、Ｔは活動に没頭し，活動はほとん
ど停滞することなく，続いている。それまで立ち上がって，本時とは関係のない場所に動こう
としていたＹ、Ｔが，参観者がいる特別な状況とはいえ，ここまで活動に集中できたのは，本

児にとって有効な教材・教具の提示があったためだと考えられる。つまり，ほしぶどうは本時
の好きな食べ物で，ほしぶどうのあるところに自分から行き手につかんだこと，ふだんから何
でも入れたり出したりするのが好きで，つまんで入れるという操作は，本児が手を使った単純

で分かりやすい活動であったこと，そのために活動自体を本児が楽しんでできたこと，活動を
急がされたり，指示されたりすることがなく，自由に活動できたことなどが考えられる。さら

に，ＣＴが「優しく入れてくださいよ・」と言った後から，それまでほしぶどうを投げ入れてい

たのが，乗せたり，ぱらぱら振り掛けるように入れたりするように変わってきている。このよ

うに，提案的なかかわりではなかったが，行動を広げるような教師のことば掛けに対して，本

児は教材・教具へのかかわりを柔軟に変え，その活動を楽しんでいる様子がうかがえる。

また，ＳＴが本児にかかわっていく場面では，ホットプレートにあるほしぶどうを取ろうとし
たのを，ホットプレートに触っているととらえ，「いたい，いたい」と本児の感じているであ

ろうこととして，ことばで表現している。そのため，最初は本児が「ぽいしたら」と繰り返し

ても，ＳＴは「あついよ」と答えるだけで，本児の意図に添うような話題を提供できないでいる。

一.６３



しかし，本児の話し方（答えてほしいかのように何度も繰り返す），視線（ホットプレートを

見る），手の動き（ホットプレートの上で手を開く）などから，「ぶどうをぽいした」ことが

言いたいことをＳＴは理解し，共感的立場に立って，「何を」やぶどうを指差しながら，「ぽい

したわけ」など本児のとのやり取りができるようなことば掛けを行っている。それに応じて，

本児も「ぶどうぽいした」，「ぽい」というように答えている。以上のことから，教師のかか

わりとして，ただ形式的に反応的にかかわっていくだけでは，子供とのコミュニケーションは

成立せず，視線や表情，見振りや話しことばなどから，意図や気持ちを感じとることによって，

初めてコミュニケーションは成立することが言えるのではないかと考える。また，そのことに

よって，「ぶどう」ということばを引き出すことができているし，「すてる」という別のこと

ばも表れている。

以上のように，Ｙ、Ｔは，教材・教具の提示（ほしぶどうを入れるという活動）によって，

一層教師とのかかわりを楽しむことができたと言えよう。

(9)本時並びに単元を振り返って

本時では，子供たちが自分から進んで生地を作ったり，飾りつけなどをして，教師や友達と

一緒にホットケーキを作ることができることを目標とした。そのために，材料や用具の準備の

段階を本時の活動の中に組み込んだり，子供同士がかかわる場面を多く設定したりする中で，

教師が子供に反応的にかかわっていくとともに，子供の欲求，興味，発達段階などに配慮した

り，操作しやすかったり，意欲的に活動できるように選択できたりするような教材・教具の提

示に心がけた。その結果，授業の記録表や分析表で示したように，子供たちは，自分たちで材

料や用具を準備したり，粉，卵，牛乳で生地を作ったり，それをホットプレートに流し込んだ

り，アンゼリカを入れたりなどして，ホットケーキを作ることができた。その過程では，教師

のことば掛けや部分的な援助を必要としたものの，材料や用具を適切に使い，進んで活動に取

り組んだり，教師や友達とかかわったり，一人で集中して活動したりする姿が数多くみられた。

一方，教師のかかわり方としてはまだまだ指示的なことば掛けや説明が多く，共感的な態度

で接していく必要があると思われる。また，教材・教具の提示に関しては，ホットケーキを作

る過程で多くの用具を準備したが,そのために用具への関心が高まり，ホットケーキを作ると

いう課題を十分に意識できない子供もいた。もう少し精選して与えたり，作る順序に従って一

つ一つの活動を経験させる必要があると思われる。

単元においては，教師のかかわり方や教材・教具の提示を工夫し，おやつ作りのほかに，お

ふろやお楽しみ会の活動を繰り返し経験させていった。その中で，あまり自分から教師にかか

わってこないＹ、Ｔが自分から教師に「おふろに入ろう」と言ってきたり，花火の順番を待っ

たりできるようになってきた。また，Ｎ、ＭやＭ，Ｙは活動への見通しが持てるようになり，

おふろの準備が一人でできるようになったり，花火を自由に選んで活動したりするようになっ

てきた。また，宿泊当日は，Ｔ、Ｙが一人で着替えをしたり，ＮＹが楽しんで食事の準備を

手伝ったりなど，活動に進んで取り組む姿が全員に見られた。
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指示的

強
制
的

指
示
的

提
案
的

反応的

ＭｒＲｆＳｌ

ＥｘＰａＭｄ

１１心１

待
つ
時
間

反
応
開
始

教師の働き力

(教師のかかわり，

、

教 する反応） 教材・教具への反応

の様子

鹿
皿
皿
地
鹿
釘

Ｍｄ

地

ｘ
ｄ

Ｅ

Ｍ

○
○
○

し
し
し
し
し
し
し
し
し
し
し

CＴ

。「ぱらぱらしたい」
。「じゃ，ぱらぱら
してごらん」とぶ

ＣＴ

CＴ

どうを持たせる。

。「ぱ一らばらして
ください」
。「いいよ」

。「あ－あ，そんな

ＣＴ

にして投げ入れる
わけ。優しく入れ
てくださいよ･い

いですよ」

。「まだですね」

参観者
。「ぱらぱら」と言
いながらばらばら
入れるまねをする。

SＴ

。「いたい，いたい」
。「あつい，あつい」

SＴ

ＳＴ

SＴ

SＴ

SＴ

SＴ

と手を取る。

。「ん－」

。「熱いよ」

｡｢何ぽいしたの｣と

●

言いながら近付く。

指
ど
と

ホットケ
差しなが
うぽいし
聞く。

一■

や

(っ，

キを
｢ぶ
たわけ」

｢ぶどうをぽいし
たんですか」

ホットケ
アンゼリカ
がら，「ア
ぽいしたい

聞く。
｢すて

トケーキの上の
リカを指差しな
「アンゼリカも
たいのかな」と

たの，そう」

●

Ｒ
Ｓ－

●
》

←

..…令･･･････…････…．．…｡......!………．＜･……….．

一

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

一
Ｊ

’
一
一

◆

二二＝＝
Ｓ

一一÷一一

･ほしぶどうをつか
む。

・ホットケーキにほし
ぶどうを乗せる。

･笑いながら，「ぽい
した,ぽい」
ぶどうをホ
に投げる。

と言って，
ツトケーキ

。「ぽい」と勢いよく
両手でほしぶどうを投
げる。
。「ぽいした，ぽい」

と参観者の方を見て言
Ｐ

つ。

。「ぽい」
。「ぽい」と投げ入れ
る。

・ほしぶどうをホット
ケーキに乗せる。
・ホットケーキが膨ら

んでいないのを見て，
｢まだです」と言う。

･参観者を見て，「ぽ
い」と言い，
しぶどうはホ

右手のほ
ツトケー

キに乗せ，左手で２回
投げ入れる。
･参観者を見て，「ぽ
いしたらだめ」と２回
言う◎
･周りの友達やほしぶ
どうの入った皿を見な
がら，「ぽいしたら」
｢ぽい」と言い，ほし
ぶどうをホットケーキ
に乗せる
。「ぽい

｢ぽい」
でほし

ケーキ

ぶ

に

。

し
と
ど
ぱ

り掛ける。

たら」
言い，
うをホ
らばら

，

両手
ツト
と振

笑いながら，ばらばら
する◎
｢ぽいした，ぽい」

ホットプレート上の
ほしぶどうを触ろうと
する。

手を引っ込める。
｢ぽいした」
｢ぽいした」
｢ぽい
がら ，既芳
｢ぽいしたら」

｢ぽいしたら」
｢ぽ一い」
｢ぽいしたら」

｢ぷ」

と言いな
を向く。

｢ぶどう，ぽいした」

｢ぽい」

｢すてた」

･欲求や興味・関心が
喚起される。

･課題が分かり，すぐ
に操作する。

･活動を楽しむ

。それまで投げ入れて
いたのが，乗せた
り，ぱらぱらと振り
掛けたりと，活動が
広がる。

･活動に集中し，没頭
する。

･ほしぶどうがなくな

り,活動が停滞する。



５まとめと今後の課題

「かかわり合いの豊かな子供を育てる教育過程の編成」の研究主題の下，小学部では生活単元

学習の指導内容，指導方法の両面から学部研究を進めかかわり合いの豊かな子供を目指してきた。

ここで，学部研究の成果と今後の課題について述べておきたい。

指導内容については，自我の発達段階，欲求，興味・関心や，生活上の課題から新たに生活単

元学習の指導内容を導いてきた。指導計画を作成する際には，個に応じた指導の充実を目指した

留意点の表記の工夫や，遊びの内容，自然の内容等の検討を行ってきた。そうして現在，実践を

基にした指導計画の再検討を進めているところである。今後更に，欲求，興味・関心，生活上の

課題等を探っていき，指導内容，指導計画の充実を図っていきたい。

指導方法においては，教師のかかわり方と教材・教具の提示の在り方に視点を当てて実践研究

を進めてきた。

その中で，教師のかかわり方についてはインリアルの基本理念，技法に関して，実践を通して

理解を深め，実際の場面で，それぞれの子供の発達状況に応じて反応的なかかわりができるよう

になってきつつある。今回は，インリアルに学んだ教師の反応的なかかわり方を，授業の場で更

に生かしていくために，子供自身に考えさせたり，気付かせたりさせるような提案的なかかわり

方を取り入れていくようにした。こうして，子供と教師との共感関係が深まり，行動や情動を喚

起したり，コントロールしたりする面にも大きく作用してきたようである。

教材・教具の提示の在り方については，三項関係から，子供一教材・教具一教師の関係性の中

で，教材・教具に視点を当てて，提示の在り方を六つの分析項目を掲げて探ってきた。そのこと

で，確かに子供と教師，更には子供同士のかかわりを深めたり，教材・教具への興味・関心や操

作性等をこれまで以上に高め，子供たちからの人や物への積極的なかかわりが多くなってきてい

るようである。

このように，教師のかかわり方，教材・教具の提示の在り方に視点を当てて実践研究を進めてき

たことで，小学部の子供たちは，自分の持っている力を発揮して，周りの人や物への興味・関心を

高めていき，そのかかわりを一層楽しめるように，自分の欲求や行動を調整しながら，状況に応じ

たかかわりを展開しようとしており，かかわりが豊かになってきつつある。しかしながら，検討す

べき問題点もある。今後の課題として次にまとめてみた。

・授業を分析してかかわり方を細かに検討する機会をもっと多く持ち，教師自身がかかわり方の

感性を磨くように努め，より反応的に，より提案的に子供とかかわり合えるように実践を深め

ていく。

・提案的なかかわりについては，実際場面での具体的なかかわり方について，実践の中でより明

らかにしていく。

・教材・教具の提示の在り方の分析項目については，これまでの実践や文献から導き出したばか

りで，まだすべてについて検討しつくされていないし，外の観点も考えられないか，もっと実践

を重ねる中で検討を加えていく。
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